
昭 和 5 0 年 1 月 1 日

No.

■ 編 集 ・発 行

小 浜 市 議 会 事 務 局

議 案

（
本

会

議

よ

り
）

計
□
△〓　
に
一般　
脚
ｎ
ｕ

●
∠万

つ
Ｊ

ら
Ｚ艦
げ
帥戴
か

般
質
問
は
六
月
十
九
、
二
十
日
の
両
　
　
し
て
い
き
た
い
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

日
、
新
幹
線
、
原
電
問
題
等
に
つ
い
　
　
ブ
等
か
ら
も
首
木
寄
付
の
中
し
出
も

て
行
な
わ
れ
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
　
　
あ
り
、
生
活
環
境
、
林
業
水
圧
課
を

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窓
日
に
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
、

北
陸
新
幹
線
の
小
浜
駅
停
車
予
想
　
　
　
校
合
、
体
育
館
の
改
築
計
画
、
建

に
伴
う
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
　
設
順
位
に
つ
い
て

本
市
，
嶺
南
、
県
と
京
都
府
に
、　
　
　
下
根
来
≡
加
斗
小
学
校
が
危
険
校

特
別
委
員
会
、
期
成
同
盟
会
、
協
議
　
　
△
口に
、
中
名
田
、
国
宮
、
雲
浜
、
加

会
が
あ
り
、
国
の
新
全
総
の
中
で
の
　
　
斗
小
の
体
育
館
が
危
険
屋
内
体
育
館

北
回
り
新
幹
線
構
想
等
の
意
見
が

一　
　
に
指
急
さ
れ
て
い
る
が
、
順
位
に
つ

致
し
た
時
点
で
ル
ー
ト
、
停
車
駅
が
　
　
い
て
は
財
政
的
な
関
係
等
６
あ
り
明

決
定
す
る
も
の
と
思
う
。
本
市
で
も
　
　
一不
で
き
な
い
。

新
幹
線
建
設
の
推
進
を
は
か
る
と
と
　
　
　
中
央
公
民
館
建
設
予
定
地
に
つ
い
て

も
に
、
建
設
に
伴
い
発
生
す
る
問
題
　
　
　
病
院
横
の
後
瀬
察
跡
に
予
定
を
し

の
解
決
、
対
策
を
立
て
る
た
め
の
新
　
　
て
い
た
が
狭
い
と
い
う
意
見
も
あ
る

幹
線
建
設
本
部
を
設
置
し
た
い
。　
　
　
の
で
、
県
の
土
木
事
務
所
が
移
転
し

れ申中中中申申中中中中中中中　　“申中寺中”幸中中中一中中中

級薙一傾藤車紳破車酵神喘範帥　　聯廓線晩的紅韓和紳確い均こと

を姉均勝斎親郁苺はや庫伊牌醇・　
郭瑚帥轍”鰤薙茫賄粧弛寒鵬蜘

な
も
の
を
つ
く
る
の
か
　
　
　
　
　
　
　
関
係
の
費
用
に
充
て
た

い
。

昭
和
四
十
九
年
第
二
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
は
六
月

十
二
日
午
前
十
時
擢
集
さ
れ
た
。
会
期
を
二
十
四
日
ま

で
の
十
計
間
と
決
め
、
松
井
正

一
議
長
、
出
鼻
至
誠
副

議
長
の
辞
任
に
伴
い
、
新
し
く
議
長
に
松
崎
幸
姓
、
副

議
長
に
木
橋
正
昭
を
選
任
し
た
。
こ
の
定
例
会
に
は
決

算
認
定
二
件
、
昭
和
四
十
九
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補

正
予
算

（第

一
号
）
、
条
例
議
案
等
二
十
件
が
上
程
さ

れ
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
ぅ
こ
の
う
ち

一

般
会
計
は
、
今
回
工
千
人
百
四
十
七
万
三
千
円
が
追
加

さ
れ
、
総
額
二
十
六
億
二
千
二
石
十
三
万
二
千
円
と
な

を
‐
‐
‐

九
月
定
例

市
議
会
は
十

八
日
招
集
さ

れ
小
浜
市

一

般
会
計
補
正

予
算

（第
二

号
）
そ
の
他

七
議
案
を
原

案
ど
お
り
可

決
し
、
二
十

六
日
閉
会
し

た
。　
一
般
質

問
の
要
青
は

次
の
と
お
り
。

８

決

新
幹
線
開
通
見
通
し
、
地
質
調
査

に
つ
い
て

中
央
関
係
機
関
の
話
で
は
当
初
計

画
ど
お
り
五
十
四
年
開
通
に
お
く
れ

な
い
よ
う
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
地
質
調
査
は
京
都
府
美
山
か
ら

小
浜
市
須
縄
ま
で
の
間
の
調
査
協
力

の
要
請
を
受
け
て
い
る
。

市
営
住
宅
建
設
と
入
居
希
望
申
し

込
み
者
数
に
つ
い
て

今
年
は
一
般
市
営
住
宅
を
十
六
戸

建
設
中
で
入
居
日
は
年
末
に
な
る
。

現
時
点
で
の
市
営
住
宅
補
充
入
居
申

し
込
み
者
は
六
十
二
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
他
に
雇
用
促
進
事
業
団

（窓

日
は
公
共
強
業
安
定
所
、
八
十
戸
）

に
つ
い
て
は
来
年
三
月
八
居
で
き
る

と
聞
い
て
い
る
。

小
浜
停
車
場
―
西
津
線
に
つ
い
て

補
延
長
二
千
材
の
う
ち
完
成
六
百

材
、
現
工
事
八
百
肘
は
本
年
度
中
に

先
成
、
末
貿
収
六
百
肝
は
今
年
度
中

に
め
ど
を
つ
け
た
い
。

大
飯
原
電
安
全
対
策
に
つ
い
て

大
飯
原
電
稼
働
に
関
連
す
る
市
民

の
不
安
を
解
消
の
た
め
科
学
技
術
庁
、

環
境
庁
、
ま
た
県
に
は
原
子
力
環
境

安
全
管
理
協
議
会
が
あ
り
、
県
を
窓

日
と
し
て
対
策
を
考
え
て
い
る
。

安
全
協
定
の
締
結
は
検
討
中
で
あ
る
。

保
育
料
、
水
道
料
等
の
公
共
料
金

の
改
定
に
つ
い
て

市
民
参
加
に
よ
る
協
議
会
、
審
議

会
を
設
け
て
料
金
改
定
問
題
を
検
討

し
て
み
て
は
、
と
い
う
意
見
も
あ
る

の
で
議
会
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

文
化
財
保
護
に
つ
い
て

開
発
、
新
規
事
業
の
際
に
は
、
い

ま
ま
で
も
関
係
者
と
十
分
協
議
を
進

め
て
き
て
お
り
、
今
後
も
不
注
意
に

よ
っ
て
文
化
財
を
破
壊
す
る
よ
う
な

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。小
、
中
学
校
校
舎
の
長
期
計
画
、

構
想
に
つ
い
て

市
に
総
合
開
発
計
画
が
あ
り
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
諸
般
の
情
勢
を

十
分
加
味
し
て
い
き
た
い
。

鉄
筋
化
に
つ
い
て
も
財
政
事
情
も
考

え
木
造
の
二
中
、
小
学
校
五
校
を
開

発
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
き
た

い
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

旧
年
中
は
、
議
会
に
対
し
あ
た
た

か
い
御
指
導
と
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
ま
い
り
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

議
会
だ
よ
う
第
３
号
発
行
に
際
し
、

ま
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
私
ど
も
両
名
、
昨
年
六
月
十
五

日
そ
れ
ぞ
れ
議
長
、
副
議
長
に
任
ぜ

ら
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
自
来
、

今
日
ま
で
市
民
各
位
の
御
指
導
を
賜

わ
り
な
が
ら
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
春

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

議
会
の
権
限
は
申
す
ま
で
も
な
く

小
浜
市
の
意
思
を
決
定
す
る
議
決
権
、

選
挙
婚
理
委
員
、
補
充
員
等
を
選
挙

す
る
選
挙
権
、
助
役
や
収
入
役
、
監

査
委
員
、
公
平
委
員
等
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
を
与
え
る
権
限
、
議
会
に

お
い
て
行
な
う
選
挙
に
お
け
る
投
票

の
効
力
の
決
定
、
機
関
意
思
の
表
明

す
な
わ
ち
決
定
権
、
議
会
か
ら
す
る

行
政
監
視
及
び
校
査
権
並
び
に
監
査

請
求
権
、
説
明
の
請
求
や
意
見
陳
述

権
、
小
浜
市
の
公
益
に
関
す
る
事
件

に
つ
い
て
関
係
行
政
庁
に
意
見
の
提

７
号
線

（京
都
大
原
、
朽
木
、
小

浜
間
）
国
道
昇
格
、
国
道
３
０
３

号
線
早
翔
改
良
、
小
浜
線
複
線
電

化
、
新
幹
線
者
狭
ル
ー
ト
決
定
に

伴
う
若
狭
駅

（仮
称
）
設
置
、
電

話
自
動
化
の
推
進
、
工
事
線
で
あ

る
小
継
線

（小
浜
―
殿
口
問
）
の

早
期
着
二
、
湖
西
線
の
延
長

（今

津
―
小
浜
間
）
の
予
定
線
よ
ヶ
調

査
線
へ
の
格
上
げ
、
体
育
館
、
海

洋
性
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
開

木橋副議長 松 崎 議 長

市

勢

の

発

展

に

松 全

崎 カ

出
権
、
小
浜
市
の
事
務
に
関
す
る
調

査
権
、
請
願
の
受
理
、
懲
罰
権
、
長

の
諸
間
に
対
す
る
意
見
表
明
、
規
則

制
定
権
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

私
ど
も
は
、
常
に
こ
れ
ら
の
権
限

を
自
覚
し
、
市
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
、
よ
う
よ
き
小
浜
市
の
発
展
の

た
め
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
議
会
で
取
り
上
げ
て
ま
い

っ
た
大
き
な
問
題
と
し
て
国
道
３
６

小
浜
市
議
会
議
長

小
浜
市
議
会
副
議
長

幸
　
雄

木

橋

正

昭

発
等
で
あ
り
、
今
後
と
も
鋭
意
お

互
い
に
研
さ
ん
に
つ
と
め
、
市
民

福
社
の
向
上
と
本
市
発
展
に
全
カ

を
傾
と
い
た
す
覚
情
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
指

導
、
御
鞭
緯
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
議
会
だ
よ
り
第

３
号
発
行
の
で
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



諸
問
題
に
取
り
組
む

高
速
自
動
車
道

京
都
大
原
、
今
津
、

小
浜
間
道
路
全
線
の

国
道
編
入
並
び
に
整
備
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
津
、
小
浜
岡
は
昭
和
四
十

四
年
に
国
道
に
編
八
、
同
時
に
四
十

八
年
に
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
の
事

業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
が
、
依
然
と

し
て
未
整
備
区
間
ヽ
多
く
、
本
市
議

会
も
沿
線
市
町
村
と
本
路
線
の
目
道

編
入
及
び
整
備
促
進
に
つ
い
て
再
三

に
わ
た
っ
て
陳
情
を
続
け
て
き
た
結

果
、
過
日
の
国
道
昇
お
客
議
会
に
お

い
て
国
道
３
６
７
号
線
に
昇
格
し
高

速
自
動
車
道
の
第

一
歩
を
し
る
し
た
。

国
道
Ｂ
０
３
号
続

上
中
町
―
滋
賀
県
今
津
町
を
緒
Ａ

通
称

「
保
坂
」
が
昭
和
四
十
五
年
に

国
道
３
０
３
号
線

（上
中
町
よ
り
国

道
２７
号
線
と
重
複
し
て
小
浜
）
に
昇

格
さ
れ
、
同
年
五
月
保
坂
の
ト
ツ
ネ

ル
路
さ
く
が
国
道
整
備
五
カ
年
計
画

に
入
り
、
本
年

一
億
円

（昨
年
は
三

千
万
円
、
地
賓
調
査
）
の
予
算
計
上

が
な
ま
れ
用
地
買
収
十　
一
部
取
，
つ

り
撞
略
工
博
が
！始
め
ち
れ
、
今
後
も

小
浜
、
上
中
総
合
振
興
協
議
会
を
中

心
に
一
日
さ
早
い
ト
ン
ネ
ル
貫
通
の

運
動
を
進
め
て
い
る
。

北
陸
新
幹
線

一
昨
々
年
六
月
運
輸
大
臣
が
北
陸

新
幹
線
の
基
本
計
画
を
決
定
以
来
北

陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
促
進
委
員
会

を
中
心
に
県
内！
各
市
町
村
が

一
舟
と

な
っ
て
運
輸
省
、
鉄
道
建
設
公
田
等

の
関
係
機
関
へ
陳
情
を
続
け
た
結
果
、

一
昨
年
十
月
に
北
陸
新
幹
線
着
狭
ル

ー
ト
が
決
定
。
こ
れ
を
機
に
、
北
陸

新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
促
進
委
員
会
を

新
幹
線
対
策
委
員
会
と
改
た
め
た
。

一
方
、
終
需
要
抑
制
下
に
あ
っ
て

新
幹
線
建
設
計
画
を
大
幅
圧
縮
、
北

陛
新
鮮
線
着
工
見
送
り
等
の
ニ
ュ
ー

ス
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
は
初
期
の
計
画
ど
お

り
の
着
工
、
若
狭
駅

（仮
称
）
実
現

に
適
進
し
て
い
く
。

会

電
話
自
動
化

口
名
田
、
中
名
田
局
の
地
域
集
団

電
話
が
昨
年
十
月
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
が

自
動
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
動

化
を
見
て
な
い
の
が
新
平
野
、
宮
川

局
の
二
局
だ
け
と
な
り
、
こ
れ
ら
自

動
化
の
一
日
も
早
い
こ
と
を
電
話
自

動
化
促
進
委
員
会
を
中
心
に
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
て
い
る
。

小
浜
線
の
経
線
電
化

小
浜
線
の
複
線
電
化
に
つ
い
て
は

沿
線
住
民
の
長
い
間
の
願
望
で
も
あ

り
、
金
沢
鉄
道
管
理
局
へ
陳
情
を
す

る
と
と
も
に
嶺
南
市
町
村
議
長
会
、

福
井
県
市
議
会
議
長
会
、
北
信
越
市

議
会
議
長
会
輸
送
力
強
化
促
進
特
別

委
員
会
に
提
案
し
採
択
さ
れ
る
．
議

会
で
も
昨
年
二
月
に
国
鉄
小
浜
線
複

線
電
化
促
進
委
員
会
を
発
足
さ
せ
早

翔
実
現
を
働
き
か
け
て
い
る
。

前
西
線
延
長

湖
西
線
が
昨
年
の
七
月
二
十
日
に

京
都
か
ら
滋
賀
県
今
津
町
を
通
り
敦

賀
ま
で
開
通
し
た
の
を
契
機
に
上
中

町
三
宅

（上
中
駅
）
で
既
設
の
小
浜

線
に
接
続
す
る
湖
西
線
の
延
長
を
小

浜

。
上
中
総
合
振
興
協
議
会
を
中
心

に
進
め
て
い
る
。

お
洋
開
発

着
狭
湾

言
行
を

一
大
海
洋
性
保
養

地
に
と
の
計
画
が
進
め
ら
れ
、
議
会

に
お
い
て
も
海
洋
開
発
研
究
委
員
会

を
中
心
に
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ

る
先
進
地
視
奪
及
び
調
査
研
究
を
続

け
て
い
る
。

体
育
鏡
建
投

適
地
に
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

（体
育
館
）
建
設
事
業
貴
の

助
成
金
が
得
ら
れ
る
よ
う
文
部
省
を

は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機
関
に
運
動

を
進
め
て
い
る
。

■
烏
陸
道

現
在
の
日
鳥
隧
道
は
狭
隆
で
、
随

道
内
で
対
向
車
の
す
れ
違
い
が
困
難

で
、
こ
れ
ま
で
小
浜
、
上
中
結
合
振

興
協
議
会
を
中
心
に
改
良
方
の
運
動

を
関
係
機
関
に
運
動
を
続
け
て
き
た

と
こ
ろ
、
県
に
お
い
て
も
来
年
度
の

予
算
に
調
査
費
を
計
上
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
。

四
十
八
年
十
月
新
幹

線
若
狭
ル
ー
ト
の
決
定

を
見
て
以
来
若
狭
駅

（

仮
称
）
実
現
に
理
事
者
、

議
会
と
も
に
関
係
機
関

へ
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
間
市
民
各
位
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
あ
た
た
か
い
御
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ

の
若
狭
駅

（仮
称
）
が
実
現
す

る
と
、
と
か
く
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て

い
た
若
狭
地
方
の
開
発
整
備
が
促
進

さ
れ
経
済
活
動
の
活
発
化
、
さ
ら
に

は
そ
れ
が
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

，ハ０。現
在
、
こ
の
計
画
も
国
の
総
需
要

抑
制
に
よ
り
当
初
の
予
定
よ
り
や
や

お
く
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、

本
市
で
は
、
現
在
多
回
地
箱
よ
り
名

田
庄
村
方
面
に
か
け
て
鉄
道
建
設
公

団
大
阪
支
社
に
お
い
て
地
質
調
査
が

進
め
ら
れ
早
期
実
現
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
建
設
に
伴
い
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
既
設
の

新
幹
線
地
区
内
に
起
こ
っ
て
い
る
諸

問
題
に
つ
い
て
不
安
を
い
だ
か
れ
て

い
る
こ
と
と
思
う
。

市
議
会
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
処

す
べ
く
当
初
誘
致
を
目
標
と
し
て
設

置
さ
れ
た
委
員
会
を
、
ル
ー
ト
決
定

に
よ
り
新
幹
線
対
策
委
員
会
と
内
容

を
改
た
め
、
た
だ
い
ま
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
東
北
新
幹
線
、
上
信
越

新
幹
線
の
停
車
駅
周
辺
地
を
つ
ぷ
さ

に
視
察
し
、
起
こ
う
得
る
諸
問
題
の

調
査
を
行
な
い
、
そ
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

新
幹
線
公
害
と
い
わ
れ
る
騒
音
、

振
動
、
電
渡
障
害
、
日
照
権
の
問
題
、

工
事
中
の
公
害
、
地
下
水
の
降
下
、

加
え
て
本
市
に
あ
っ
て
は
文
化
財
の

問
題
が
上
げ
ら
れ
る
。

東
海
道
新
幹
線
と
比
接
し
て
北
陸

新
幹
線
Ｉ
至
っ
て
は
ど
れ
だ
け
前
進

し
、
改
善
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
さ
ら
に

は
環
境
庁
の
公
害
基
準
の
制
定
と
も

関
連
し
て
安
全
対
策
の
検
討
に
あ
た

っ
て
い
く
．

当
面
は
停
車
駅
の
実
現
に
万
全
を

期
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
本
市
の
将
来
計
画
に
基
づ

い
た
ル
ー
ト
、
位
置
の
設
定
が
な
さ

れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

住
民
サ
イ
ド
の

工
事
施
工
を

本
年
二
月
設
立
さ
れ
た
、
浦
谷
市

長
を
本
部
長
と
し
た
新
幹
線
建
設
対

策
本
部
と
も
相
ま
っ
て
工
事
施
工
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
住
民
サ
■
ド
に

立
っ
て
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
第

一

義
と
し
て
北
陸
新
幹
線
若
狭
駅

（仮

称
）
実
現
に
努
力
を
し
て
い
る
。

以
上
が
、
本
市
の
新
幹
線
に
関
す

る
現
況
と
市
議
会
の
取
り
組
み
に
対

す
る
概
要
で
あ
る
。

六
、
九
月
に
市
民

か
ら
提
出
さ
れ
た
請

願
、
陳
情
は
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

採

　

択

陳
情
第
二
号
　
小
屋
、
西
ノ
谷
山

道
路
の
改
良
に
つ
い
て

（小
屋
　
前

田
忠
二
外

一
名
）

陳
情
第
六
号
　
伏
原
地
区
今
富
神

社
仏
国
寺
関
谷
川
補
修
に
つ
い
て

（

伏
原
区
長
　
津
口
喜
久
夫
外
四
名
）

陳
情
第
七
号
　
宮
川
、
松
永
地
区

電
話
自
動
化
促
進
に
つ
い
て

（宮
川

地
区
区
長
会
会
長
　
大
橋
鉱

一
外
十

一
名
）
陳
情
第
八
号
　
下
田
区
最
勝
寺
参

道
の
幅
員
拡
張
に
つ
い
て

（下
田

内
万
平
八
郎
外
地
区
民

一
同
、
九
十

四
名
）
陳
情
第
九
号
　
田
鳥
隧
道
の
改
良

に
つ
い
て

（
日
鳥
区
長
　
赤
川
武
大

外
十
八
名
）

陳
情
第
十
号
　
し
尿
く
み
取
り
料

金
値
上
げ
に
つ
い
て

（有
限
会
社
若

狭
相
互
衛
生
社
代
表
取
締
役
　
的
場

耕
平
）
陳
情
第
十
一
号
　
下
根
来
小
学
校

校
舎
改
築
に
つ
い
て

（下
根
来
小
学

校
校
舎
改
築
期
成
同
盟
会
会
長
　
山

本
市
左
ヱ
門
外
七
名
）

陳
情
第
十
二
号
　
市
道
南
塚
、
票

回
線
損
傷
植
所
復
旧
に
つ
い
て

（案

田
区
長
　
岡
敏
幸
外
七
名
）

凍
情
第
十
三
号
　
林
道
山
佐
近
谷

緯
橋
梁
の
か
け
変
え
に
つ
い
て

（下

田
区
長
　
内
方
平
八
郎
外
二
十
八
名
）

陳
情
第
十
四
号
　
青
井
川
排
水
路

の
改
修
に
つ
い
て

（飛
鳥
区
長
　
田

辺

一
雄
、
腎
井
区
長
、
大
槻
彦
次
外

二
十
二
名
）

陳
情
第
十
五
号
　
市
道
熊
野
線
の

支
線
舗
装
に
つ
い
て

（熊
野
区
長

重
田
政
嘉
外
三
十
名
）

陳
情
第
十
六
号
　
漁
業
基
地
基
盤

塩
野
勇
次
郎
議
員

逝

去

塩
野
勇
次
郎
議
員

（浅
問
）

が
八
月
二
十

一
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

あ
り
し
日
を
偲
び
御
冥
福
を

お
折
り
い
た
し
ま
す
。

整
備
に
つ
い
て

（志
積
区
長
　
安
倍

策
外
十
名
）

陳
情
第
十
七
号
　
若
狭
塗
箸
育
成

に
つ
い
て

（若
狭
塗
商
業
協
同
組
合

理
事
　
松
本
吉
次
）

陳
情
第
十
八
号
　
速
数
公
民
館
の

早
期
新
祭
と
設
備
の
充
実
に
つ
い
て

（遠
敷
地
区
区
長
会
長
　
矢
野
戴
外

二
十
二
名
）

ウ
雛
レ
鸞
静

餞
軽
囀
饉
寵

請
願
は
、
憲
法
第
十
六
条
に
国
民

の
権
利
と
し
て
保
証
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に
地
方
自
治
法
百
二
十
四
条
、

百
二
十
五
条
に
、
ま
た
凍
情
に
関
し

て
は
地
方
自
治
法
百
九
条
、
百
十
条

に
委
員
会
で
審
査
す
る
旨
の
規
定
が

あ
り
、
こ
の
う
ち
目
治
法
百
二
十
四

条
で
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議

会
に
請
願
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
議

員
の
紹
介
に
よ
う
請
願
害
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
い
う
議
会
に
請
願
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
当
該
普
通
公
共
団
体
の

住
民
の
み
な
ら
ず
他
の
す
べ
て
の
住

民
を
指
す
と
い
う
行
政
実
例
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
最
近
請
願
、

陳
惰
の
件
数
も
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
、
議
長
に
提
出
さ
れ
る
請
願
、

陳
情
は
こ
の
よ
う
に
し
て
提
出
し
て

下
さ
い
。

◎
請
願
、
陳
情
書
は
だ
れ
で
も
提
出

で
き
る
語
願
権
を
有
し
ま
す
が
、
講

願
書
に
は
本
市
の
市
会
議
員

一
名
以

上
の
紹
介
と
署
名
又
は
押
印
が
必
要

で
す
。
た
て
し
、
陳
情
書
の
場
合
は

紹
介
議
員
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．

◎
請
願
、
陳
惰
寄
に
は
要
旨
、
内
容

を
明
確
に
記
載
し
て
、
道
路
舗
装
、

道
路
改
良
、
河
川
改
修
、
市
道
編
入

希
望
な
ど
場
所
を
明
示
し
た
ほ
う
が

わ
か
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

場
所
等
に
つ
い
て
は
略
図
を
添
付
し

て
下
さ
い
。

◎
請
願
、
陳
情
書
の
内
容
が
幾
種
類

に
も
及
Ａ
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
内
容
ご
と
に
一
件
と
し
て
提
出

し
て
下
さ
い
。

◎
請
願
、
陳
情
書
の
サ
イ
ズ
、
形
式

に
つ
い
て
は
別
に
規
定
を
設
け
て
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
面
は
邦
文
を
用

い
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
け
つ
け
は
い
つ
で
も
行
な
い
ま

す
が
、
審
査
は
原
則
と
し
て
年
四
回

開
か
れ
る
定
例
会
で
行
な
い
ま
す
。

市 議 会 た よ り

新 幹 線

地
質
調
査
始
ま
る

十

四
件

を
採
択

膜

九
月
定
例
会
に
、
小
浜
市
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
し
尿
く
み
取
り
料
金
を

引
き
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
、

「社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
こ
の
際
く

み
政
う
料
を
Ａ
‘
Ｂ
・
Ｃ
の
三
区
域

と
も
適
正
な
額
に
引
き
上
げ
た
い
。

特
に
市
民
生
活
に
直
接
関
係
す
る
の

で
市
民
負
担
を
大
き
く
い
た
さ
な
い

よ
う
調
整
を
は
か
り
、
県
下
各
地
の

引
き
上
げ
を
十
分
勘
案
し
提
案
し
た
」

と
の
提
案
理
由
説
明
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て

「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
地

区
の
指
定
は
市
役
所
中
心
に
な
っ
て

い
る
が
衛
生
管
理
所
を
中
心
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
衛
生
管
理
所
隣
接

区
の
く
み
取
り
料
金
を
無
料
に
し
て

は
ど
う
か
。
周
辺
地
域
住
民
に
迷
惑

重

審
　
査

を
か
け
て
お
り
、
何
ら
か
の
配
慮
を

し
て
い
る
の
か
。
三
地
区
と
も

一
律

五
円
の
値
上
げ
に
な
っ
て
い
る
が
根

拠
に
つ
い
て
。
五
円
の
値
上
げ
分
を

市
が
負
担
す
る
考
え
は
、
負
担
す
る

と
す
れ
ば
幾
ら
の
財
政
負
担
に
な
る

の
か
。
現
在
、　
一
社
で
く
み
取
り
が

行
な
わ
れ
て
い
る
が
三
社
に
す
る
考

え
は
な
い
か
」
等
の
質
疑
が
行
な
わ

れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て

「隣
接
区
の
無
料

化
は
む
ず
か
し
い
、　
一
律
五
円
の
値

上
げ
は
他
市
町
村
よ
り
も
ア
ッ
プ
率

が
ほ
い
。
値
上
げ
分
を
負
担
す
る
と

三
百
万
円
の
負
担
に
な
る
。
く
み
取

り
業
者
を
現
時
点
で
二
社
に
す
る
考

え
が
な
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
慎

重
審
査
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。

し
尿
く
み
取
り
料
金
改
定


